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I. 緒言（はじめに）

Single photon emission computed tomography/ 

computed tomography (SPECT /CT)装置の登場

によりX線 CT画像を利用した正確な減弱補正が

可能となり，散乱線補正やコリメ ー タ開口補正の

技術革新と 相ま って，SPECTにおいても定量評

価 が 可 能 と なってきた1~3)。Suh らは，positron

emission tomography (PET)で用 い られ て い る

standardized uptake value (SUV)を骨 SPECTに

応用することで診断能が向上したことを報告して

いる見ま た，Cachovanらは，骨SPECTで SUV

を算出することにより，骨疾患に対 する治療反応

の評価が行える可能性があることを報告してい

る5) 。 このように SPECT 定量の臨床的有用性が

報告されており，さまざまな検査への応用が期待

されている叫

定量解析を行う 方法として，SPECTカウント

から相互校正係数(cross-calibration factor: CCF) 

を用いて放射能濃度およびSUVに変換する方法

が用いられている。 この CCF の算出法には，

system planar sensitivity（感 度 法）と Becquerel

calibration factor (BCF 法）の2種類が提案され

て い る7 , 8)。 感度法はデイスクファントムの

planar 画像から，BCF 法は円柱ファントムの

SPECT画像から，それぞれ CCFを算出する方

法である。 これらは 99mTc製剤を 対象としてお

り，99m Tc製剤に 対しては 高い 精 度 が得られ

る叫しかし， 核 医 学では 99mTc製剤のみなら

ず，腫瘍シンチグラフィとして 20 1TIC]や 1231製

剤も広く用いられている。 これら 99mTc製剤以

外の核種についても定量評価が可能となれば，そ

の有効性は非常に高いと考えられるが，20 1TICI

ゃ 1231製剤と いった複数のエネルギ ー ピークを

持つ放射性核種 の定量精度は検証されていない。

複数エネルギ ー ピ ー クを持つ場合，散乱線 やコリ
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